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INPIT岡山県知財総合支援窓口

倉敷サテライト窓口 （岡山県よろず支援拠点倉敷サテライトオフィス）

エレベーター

テクノサポート岡山のエントランスを入り、
エレベーターで３階へ。

３階エレベータを出ると
左手に進む。

約20ｍ先が
知財総合支援窓口。

写真1

テクノサポート岡山内アクセス  （地図2参照）

窓口までのアクセス

エントランスホール

車でお越しの方
国道53号から吉備新線を経由して岡山空港方面に向かう。
岡山リサーチパーク内のテクノサポート岡山内。（写真1・地図1参照）

バスでお越しの方

テクノサポート岡山に向かって
左手に進む。
90台の駐車場あり。（写真1・地図2参照）

岡山駅⑥番乗り場より、中鉄バスの
「芳賀佐山団地・リサーチパーク」行きに乗車。
所要時間約４０分。「工業技術センター」下車すぐ。（写真1・地図1・2参照）

駐車場の
ご案内

外部窓口のご案内

［利用時間］  毎月第４水曜日　10：00～16：00
［住　　所］  〒710-0813　倉敷市寿町1-36 1F

工業技術センター
バス停

駐車場へ
エントランス

テクノサポート岡山斜面 

地図2 駐車場位置・施設案内図地図1 周辺地図

1 3階エレベーター前3 知財総合支援窓口4
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津山市サテライト窓口
［利用時間］  毎月第３水曜日　10：00～15：00
［住　　所］  〒708-0004  岡山県津山市山北663　津山市役所東庁舎１階

ご予約は、電話
086-286-9711

まで

2020. 04

知財を守る！！
ビジネスに活かす!!

INP I Tは「いんぴっと」といいますINP I Tは「いんぴっと」といいます

INPIT岡山県知財総合支援窓口INPIT岡山県知財総合支援窓口

訪問
相談

専門家
派遣

秘密
厳守

検 索岡山知財窓口［開設時間］8:30～17:15
毎週月曜日～金曜日 （祝祭日、年末年始は除く）

［住　　所］〒701-1221
岡山市北区芳賀5301 
テクノサポート岡山3F

［T E L］086-286-9711
［F A X］086-286-9706

（独）工業所有権情報・研修館事業（独）工業所有権情報・研修館事業

［運営機関］  公益財団法人岡山県産業振興財団・一般社団法人岡山県発明協会［運営機関］  公益財団法人岡山県産業振興財団・一般社団法人岡山県発明協会

相談
無料



窓口での支援内容
主に、特許、実用新案、商標、意匠、秘密保護、知財に関しての様々な
課題に対して支援をします。具体的には、このようなご相談から対応をします。

知財専門家と連携した支援

窓口支援担当者の紹介

より高度な専門知識を必要とするご相談には、窓口支援担当者は、
知財専門家（弁理士、弁護士、中小企業診断士等）と連携して課題解決を支援します。　※事前の予約が必要です。

知財専門家のスケジュールは、当窓口のサイトのトップページより、
「相談・支援に関する情報＞配置専門家スケジュール」から確認できます。

青木　高志
流通業、企業経営を経て中小企
業診断士として企業支援をして
まいりました。幅広い社会経験
を活かし、知財という目には見
えない財産を形にするお手伝
いを致します。特に、知財を活か
した経営やブランディングに関
するご相談に対応いたします。

麻野　里子
特許事務所および外資系メーカー
にて知的財産業務に従事してまい
りました。知的財産部の立ち上げ
も経験しており、これから知的財産
を活用する皆様のお役に立ちたい
と考えております。専門家との連携
を図りながら柔軟な対応を致しま
すので、お気軽にご相談ください。

安井　茂男
化学系メーカーにて研究開発及び
知的財産の業務に従事し、その後
県内の大学においても知的財産の
業務に従事をしてきました。有機化
学系技術を得意分野としています
が、知財全般について、ご相談内容
や状況に応じて適切なアドバイスを
心掛けて対応させていただきます。

野瀬　伸一
アパレルメーカーにて技術、営
業、製造業務等幅広い業務に従
事をしてきました。その為社会経
験が広く幅広い対応力がありま
す。中小企業の皆様方のお力に
なりたいと常に考えています。商
標、意匠、侵害対策、模倣品対策
の事なら何なりとご相談下さい。

大橋　和彦
素材メーカーにてICパッケージ等
の発明者として高密度実装業界
をリードし、同時に知的財産管理
の業務にも従事をしてきました。
特に、知財を活用した経営戦略、
技術戦略、知財管理方法は知見が
あります。また、技術相談にも丁
寧に対応をさせていただきます。

●窓 口 支 援

●専門家派遣

弁 理 士

知財専門家

毎週金曜日

随時実施

13：30～16：30 ［予約制］
弁 護 士 毎月1回 13：30～16：30 ［予約制］

※原則として中小企業及び創業予定者が対象です。

「可動荷台付きトラック」を特許権と
意匠権で保護。働き方改革にも貢献。
株式会社パドック株式会社パドック
レース界で馳せた創業者（現会長）がレーサー仲間が集まるカフェ「Paddock]を
創設したのが本企業の起源。その後、３輪バイク、小型電気自動車、荷台付きトラッ
ク等を次々に開発し、事業を拡大中です。

［相談内容］
車両や荷物を「荷台に上げる」のではなく「荷台が降りる」という真逆のアイデア
を思いつく。そして、このアイデアを実用化した「可動荷台付きトラック」を特許
出願したいとの相談がありました。

［支援内容］
このアイデアの効果を確認する為、当窓口が派遣した弁理士と共に本企業を訪
問し、「可動荷台付きトラック」を現地視察。「可動機構を特許出願すること」、「荷
台を部分意匠として出願すること」をアドバイスし、特許権（第6072969号）と
意匠権（第1573198号）を取得することができました。

［成　　果］
事業分野は、競合大手がひしめく業界。しかし、可動機構に伴う特許権と意匠権
を取得したことから本企業は安心して事業を展開することができるようになら
れたと考えています。またこの発明は物流現場の労働イメージや安全意識を一
新することから、働き方改革の一助になるものと期待をしています。

支援事例 2

1  代表取締役社長　横山　敬一氏
2  「e-chesk」登録商標
3  e-doorの発明部分に指を挿入
4  障がい児用の机と椅子を使用した勉学風景

2
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発達障がい児用の学習机等を共同開発。その成
果を特許権、意匠権及び商標権で多面的に保護。

天然素材を活用した人間に優しいオーダー家具の専門メーカー。代表は、日本の
伝統工芸である木製家具をこよなく愛し、お客様一人ひとりの仕様に合わせた木
製の家具にこだわる。西日本豪雨で被災するものの復興を果たしました。

［相談内容］
発達障がい児の為の学習机及び椅子を臨床心理学の専門家（山陽学園大学　
上地玲子准教授）と実証実験を重ねながら共同開発。これらの成果を保護した
いと相談がありました。

［支援内容］
学習机及び椅子に関する知財を保護する為に、特許出願、意匠出願及び商標出
願に関する支援を行いました。これらの支援により、２件の特許権（第5834360
号、第5834361号）と２件の意匠権（第1630262号、第1630274号）、及び製
品名「e-chesk」として商標権（第5786195号）を取得することができました。

［成　　果］
産学連携により、独創的な学習机及び椅子の製品化を成し遂げることができまし
た。更に、発達障がい児の為の一連の製品を開発。これらを製品化することにより児
童福祉分野において多大な足跡を残されたと考えています。

支援事例 1

1  （右）取締役会長　岡本　辰彦氏、（左）代表取締役社長　岡本　千絵氏
2  株式会社パドックの店舗外観
3  可動荷台付きトラック「Unloadplus」
4  超小型電気自動車「E-mo」
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お気軽に
ご相談ください

INPIT岡山県知財総合支援窓口

◀知財専門家のスケジュール

・自社の知的財産がよくわからない。知的財産の教育を受けたい。
・新商品を開発し販売を計画している。
・新商品を展示会や商談会に出展を予定している。
・商品やサービスのブランド化を図りたい。
・海外での販売を計画中である。
・知的財産に関わる社内規定または契約書の内容を充実させたい。
・他社の特許や商標を調べる方法を知りたい。
・特許や商標等の出願から権利化までの流れや費用を知りたい。

ご予約日に、窓口支援担当者がご相談にお答えします。（何度でも）

まずはお気軽に電話 086-286-9711で相談。詳細な内容は、窓口相談のご予約を。

＜支援方法＞

必要に応じ、窓口支援担当者の判断で知財専門家（弁理士、弁護士等）が支援を行います。

1

「可動荷台付きトラックの動画」
https://www.youtube.com/watch?time_continue=12&v=1rpiLdtq1yU&feature=emb_logo

3 4
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株式会社横山工房株式会社横山工房株式会社横山工房株式会社横山工房


